｢江戸文藝文庫｣蔵書解題(六) by 原,道生
322323
　
本学図書館所蔵
の
江戸文藝文庫
には
�
抱谷文庫
旧蔵
の
文献資料
が
多数収蔵
されている
�
　
この
抱谷 庫
とは
�
歌舞伎
・
人形浄瑠璃
を
中心
とする
近世文学
の
研究者
として
知
られた
元埼玉大
学教授
�
故大久保忠国氏
が
自身
の
蔵書
に
対
して
命
名
したもので
�
同氏
の
専門領域
である
江戸期
の
芝
居
や
音曲関係
の
写本
・
板本
を
始
めとし
�
小説
・
風
俗書
・
節用集等々
�
広
く
当期
の
原本類
を
蒐集
して
いるコレクシ�ンとして
�
早
く
同氏生前
の
頃
から
研究者
たちの
関心
を
集
めていたものだ�た
�
　
ちなみに
�
同文庫
に
関
しては
�
所蔵者逝去
の
後
に
国文学研究資料館
の
手
で
悉皆調査
が
行
われ
�
ま
た
�
一時期
�
同館
に
寄託
されてマイクロフ�ルム
化
されたものが
閲覧
に
供
されたりもしているが
�
その
後
�
市場
に
出
されるという
経緯
を
経
て
�
その
一部
を
本学図書館
が
購入
するに
至
�たという
次第
なのである
�
　
現在
�
本学図書館
が
所蔵
する
同文庫旧蔵書
の
内
容
は
�
薄物正本
・
役者評判記
・
芝居番付
・
草双紙
その
他多岐
にわたるものがあるが
�
今回
は
�
右
の
薄物正本
の
中
から
�
同文庫
の
特色
の
一
つとされる
せりふ
正本
およびそれに
類
する
板本五十点弱
につ
き
�
以下
に
示
す
通
りの
簡略
な
解題
を
施
すことにし
た
�
なお
�
残
りの
薄物正本約五十点
は
�
長唄
・
め
りやす
・
常磐津
・
踊
り
口説等
�
音曲関係
のものだが
�
これらについては
�
他日
に
譲
ることとしたい
�
�江戸文藝文庫�蔵書解題�六�
　
○抱谷文庫旧蔵書�その一�
―
せりふ正本類
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凡例一
�
 抱谷文庫旧蔵
の
薄物正本
のうち
�
せりふ
正本
およびそれに
類
する
板本
の
解題
を
�
上演年時
順
に
配列
し
�
また
�
その
末尾
に
�
年時未詳
の
ものとせりふ
正本以外
のものを
付載
した
�
一
�
 書名
は
�
原則
として
�
外題
によるものとし
�
破損等
のために
推定
を
加
えた
場合
には
� �　
�
を
付
して
示
すことにした
�
また
�
それ
以外
の
記載
の
翻字
に
際
しても
�
破損
で
判読不能
の
部
分
は
□
で
示
し
�
推読
できる
場合
には
�
その
下
に
�　
�
で
記
すことにした
�
一
�
 翻字
に
際
しては
�
仮名遣
いは
原本通
りとし
�
漢字
は
�
特殊
な
場合
を
除
いては
�
現行
の
字体
を
用
いることにした
�
一
�
 原本
が
複数冊
より
成
る
場合
には
�
上巻
の
記載
によることを
原則
とした
�
一
�
 角書
に
付
された
振
り
仮名
は
�
当該漢字
の
下
に
�　
�
で
記
すことにした
�
一
�
 上演年時
は
�原則
として
�
歌舞伎年表
�
に
従
�
た
�
一
�
 表紙絵
に
関
しては
�
役名
と
役者名
とを
記
し
�
その
他
の
文字
による
記載
も
併
わせて
翻字
し
た
�
一
�
 同文庫薄物正本全般
についての
基礎的調査
に
関
しては
�
二
〇〇
四年度
における
大学院演習
の
受講生諸氏
の
協力
を
得
�
また
�
今回
の
原稿
整理
には
�
小川澄人氏
の
手
を
煩
わせた
�
併
わ
せて
謝意
を
表
したい
�
１　
外郎売市川団十郎
せりふ
　　　
 �ういろううりいちかわだんじ�うろうせりふ
�
　
番号
　
912.5/39-21//H
　
外題
　
外ういらううり
良売
市川団十郎
せりふ
　
内題
　
ういらう
　
狂言外題番
・
立目　
若わかみとりいきほいそが
緑勢曽我
　
上演年時
　
座
　
享保三年正月
　
森田座
324325
　
版元
　
藤田
　
表紙絵役者
 他　
曽我五郎
　
市川団十郎
　　 　
薬箱
に
�
本小田原
／
ういらう
�
２　
冷水売藤村半太夫
せりふ
　　　
�
ひやみずうりふじむらはんだゆうせりふ
�
　
番号
　
912.5/39-36//H
　
外題
　
ひや
水
うり
藤村半太夫
せりふ
　
内題
　
水
うりせりふ
　　
藤村半太夫
　
狂言外題番
・
立目　
こうよふぐんだん
　
上演年時
　
座
　
享保五年二
の
替
り　
市村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
ほうきれ
小
まん
　
藤村半太夫
　　 　
 櫓下
の
三枚
の
看板
に
�
藤村半大夫
� �
市
村竹之丞
� �
中村竹三郎
�
　
備考
　
狂言外題
�
年表
では
�
甲陽軍
�
３　
油売
いの
字尽
し
沢村宗十郎
せりふ
　　　
 �あぶらうりいのじづくしさわむらそう
じ�うろうせりふ
�
　
番号
　
912.5/39-35//H
　
外題
　
油
うりいのじづくし
沢村宗十郎
せりふ
　
内題
　
あふらうりせりふ
　　
沢村宗十郎
　
狂言外題番
・
立目　
鶴つるかめわかやきそが
亀稚曽我
　
上演年時
　
座
　
享保六年正月
　
市村座
　
表紙絵役者
 他
　
曽我十郎
　
沢村宗十郎
　　 　
油箱
に
�
惣十郎
あふら
�
４　
池
の
庄司池尽
しせりふ
市川団十郎
　　　
 �いけのし�うじいけづくしせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-18//H
　
外題
　
池いけ
の
庄せうじ
司
いけつくしせりふ
 市川団十郎
　
内題
　
いけつくし
　
狂言外題番
・
立目　
小をぐりちやうせ でん
栗長生殿
　
第一番目
　
上演年時
　
座
　
享保十年十一月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
池
の
庄司
　
市川団十郎
324325
５　
不破伴左衛門
せりふ
市川団十郎
　　　
 �ふわのばんざえもんせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-15//H
　
外題
　
不ふはのばんざゑもん
破伴左衛門
せりふ
 市川団十郎
　
内題
　
不破
の
伴左衛門
せりふ
　
狂言外題番
・
立目　
末すゑひろ
広
名なごや
護屋
　
第二番
　
上演年時
　
座
　
享保十一年盆
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
不破伴左衛門
　
市川団十郎
６　
市川団十郎太鼓尽
しせりふ
　　　
 �いちかわだんじ�うろうたいこづくしせりふ
�
　
番号
　
912.5/39-25//H
　
外題
　
市川団十郎
たいこづくしせりふ
　
内題
　
たいこつくしせりふ
　
狂言外題番
・
立目　
顔かほ
みせ
十じうにだん
二段
　
第一番目
　
上演年時
　
座
　
享保十一年十一月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
鎌倉権五郎景政
　
市川団十郎
７　
前髪景清霜月寿
せりふ
市川団蔵
　　　
 �まえがみかげきよしもつきことぶきのせりふいちかわだんぞう
�
　
番号
　
912.5/39-19//H
　
外題
　
前
がみ
景かけ
清きよ
霜月
ことぶきせりふ
 市川団蔵
　
内題
　
前まへかみかげきよしも
髪景清霜
月
の
祝
ことふき
　
狂言外題番
・
立目　
雛ひなつるときはげんじ
常盤源氏
　
第一番目
　
上演年時
　
座
　
享保十一年十一月
　
市村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
景清
　
市川団蔵
８　
 曽我兄弟掛合鳥柴
のせりふ
沢村宗十郎市川団
十郎
　　　
 �そがき�うだいかけあいとしばのせりふさわむらそうじ�うろういちかわだんじ�うろう
�
326327
　
番号
　
912.5/39-13//H
　
外題
　
 曽そかきやうだい
我兄弟
かけ
合
鳥としば
柴
のせりふ
 沢村宗十郎
 
市川団十良
　
内題
　
鳥としば
柴
のせりふ
　
狂言外題番
・
立目　
楪ゆつりはこんけんそが
根元曽我
　
第一
　
上演年時
　
座
　
享保十二年春
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
曽我十郎
　
沢村宗十郎
　　 　
曽我五郎
　
市川団十郎
９　
子路負米曽我
の
五郎
せりふ
市川団十郎
　　　
 �しろふべいそがのごろうせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-20//H
　
外題
　
子し
路ろ
負ふ
米べい
そかの
五郎
せりふ
 市川団十郎
　
内題
　
子路
�
しろ
�　
負米
�
ふべい
�曽そがの
我
五郎
せりふ
　
狂言外題番
・
立目　
楪ゆつりはこんげんそが
根元曽我
　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十二年春
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
曽我五郎
　
市川団十郎
10
　
太刀売
せりふ
市川団十郎
　　　
�
たちうりせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-28//H
　
外題
　
太たち
刀
売うり
せりふ
 市川団十郎
　
内題
　
たちうりせりふ
　
狂言外題番
・
立目　
本ほんれう
領
佐さゝき
々木
鑑かゞみ　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十二年五月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
荒岡源太
　
市川団十郎
11
　
楠正行
せりふ
市川升五郎
　　　
 �くすのきまさつらせりふいちかわますごろう
�
　
番号
　
912.5/39-10//H
　
外題
　
楠くすのきまさ
正
つらせりふ
 市川升五郎
　
内題
　
楠くすのきまさつら
正行
せりふ
　　
市川升五郎
　
狂言外題番
・
立目　
八やつむねたいへいき
棟太平記
　
第二番目
326327
　
上演年時
　
座
　
享保十二年十一月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
楠正行
　
市川升五郎
12
　
坂東彦三郎江戸名所尽
しせりふ
　　　
 �ばんどうひこさぶろうえどめいし�づくしせりふ
�
　
番号
　
912.5/39-31//H
　
外題
　
坂
どう
彦三郎江戸
めい
所
づくしせりふ
　
内題
　
 江戸
めいしよつくしせりふ
　
坂東彦三郎
　
狂言外題番
・
立目　
江かうようぐんき
葉軍記
　
第二
　
上演年時
　
座
　
享保十二年十一月
　
市村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
直江大和之助
　
坂東彦三郎
　
備考
　
狂言外題
�
年表等
には
� �
御所染紅葉軍記
�
13
　
畑六郎左衛門謡尽
しせりふ
市川団蔵
　　　
 �はたろくろうざえもんうたいづくしせりふいちかわだんぞう
�
　
番号
　
912.5/39-26//H
　
外題
　
畑はた
六郎左衛門
謡うたひ
つくしせりふ
 市川団蔵
　
内題
　
かほみせうたひづくしせりふ
　
市川団蔵
　
狂言外題番
・
立目　
豊ほうねんたいへいき
年太平記
　
上演年時
　
座
　
享保十二年十一月
　
森田座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
畑六郎左衛門
　
市川団蔵
14
　
楪
の
五郎
せりふ
市川団十郎
　　　
 �ゆずりはのごろうせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-30//H
　
外題
　
ゆつりはの
五郎
せりふ
 市川団十良
　
内題
　
ゆづりはやのね
五郎
　
市川団十郎
　
狂言外題番
・
立目　
扇すゑひろゑはうそが
恵方曽我
　
第一番目
　
上演年時
　
座
　
享保十四年正月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
曽我五郎
　
市川団十郎
　　 　
 表紙左端
に
�
大薩摩主膳太夫
 上
るりかけ
328329
合
�
と
記載
�
15
　
楪矢
の
根五郎
せりふ
市川団十郎
　　　
 �ゆずりはやのねごろうせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-34//H
　
外題
　
楪
ゆつりは
矢
の
根五郎
せりふ
 市川団十良
　
内題
　
ゆづりはやのね
五郎
　　
市川団十郎
　
狂言外題番
・
立目　
扇すゑひろゑはうそが
恵方曽我
　
第一番目
　
上演年時
　
座
　
享保十四年正月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
曽我五郎
　
市川団十郎
　　 　
 表紙左端
に
�
大薩摩主膳太夫三味
せんきねや
太十郎
上
るりかけ
合
�
と
記載
�
　
備考
　
14とは
表紙異板
�
本文
は
14の
覆刻
カ
�
16
　
曽我荒五郎男立
せりふ
市川団十郎
　　　
 �そがのあらごろうおとこだてせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-6//H
　
外題
　
曽我荒五良男立
せりふ
 市川団十良
　
内題
　
曽我荒五郎
せりふ
　　
市川団十郎
　
狂言外題番
・
立目　
扇すゑひろゑはうそが
恵方曽我
　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十四年正月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
荒五郎茂兵衛
　
市川団十郎
17
　
荒五郎茂兵衛江戸町尽
しせりふ
市川団十郎
　　　
 �あらごろうもへええどまちづくしせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-7//H
　
外題
　
 あら
五郎茂兵衛江戸町
づくしせりふ
 市川
団十郎
　
内題
　
あら
五郎
茂兵衛
江戸町
つくしせりふ
　
狂言外題番
・
立目　
 扇すヘひろゑほうそが
恵方曽我
　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十四年正月
　
中村座
　
版元
　
伊賀屋
　
表紙絵役者
 他
　
荒五郎茂兵衛
　
市川団十郎
328329
18
　
黒船忠右衛門男立大坂町尽
しせりふ
大谷広次
　　　
 �くろふねち�うえもんおとこだておおさかまちづくしおおたにひろじ
�
　
番号
　
912.5/39-8//H
　
外題
　
 くろふね
忠右衛門男
だて
大坂町
づくしせ
りふ
 大谷広次
　
内題
　
 くろ
舟忠右衛門
大　
谷　
広　
次大坂町
づくしせりふ
　
狂言外題番
・
立目　
 扇すへひろゑほうそが
恵方曽我
　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十四年正月
　
中村座
　
版元
　
伊賀屋
　
表紙絵役者
 他
　
黒船忠右衛門
　
大谷広次
19
　
 丸一追善紋尽
し
市川団十郎鶴屋南北掛合
せり
ふ
　　　
 �まるいちついぜんもんづくしいちかわだんじ�うろうつるやなんぼくかけあいせりふ�
　
番号
　
912.5/39-33//H
　
外題
　
 丸一
ついぜんもんづくし
市川団十良つるや
南北
かけ
合
せ
りふ
　
内題
　
 ついぜんもんづくし
　　
市川
たん
十郎
つるや
南北
　
狂言外題番
・
立目　
 扇すゑひろゑはうそが
恵方曽我
　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十四年正月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
曽我五郎
　
市川団十郎
　　 　
鬼王
　
鶴屋南北
　　
油箱
に
�
丸一
あふら
�
　
備考
　
 当興行中
の
正月二十五日
に
没
した
初代市
川門之助追善
のせりふ
�
20
　
丸一彼岸桜賽
の
河原初舞台冥途
の
褒詞
　　　
 �まるいちひがんざくらさいのかわらはつぶたいめいどのほめことば
�
　
番号
　
912.5/39-17//H
　
外題
　
 丸まるいち
一
ひがん
桜ざくら
さいの
川かわら
原
初はつ
ぶたいめいど
のほめことば
　
内題
　
市川門之助
めいどのほめことば
　　
鼠仙
330331
　
上演年時
　
座
　
享保十四年三月成
カ
　
版元
　
江見屋
　
表紙絵役者
 他
　
鬼　
市川門之助
　
備考
　
 享保十四年正月中村座
�
扇恵方曽我
�
に
団三郎役
で
出勤中
�
同月二十五日
に
没
し
た
初代市川門之助追善
の
褒詞
�
上演
の
有
無
は
不明
�
　　　　
内題
の
�
市川門之助
�
は
白
ヌキ
文字
�
21
　
実悪清濁
のせりふ
市川団十郎
　　　
 �じつあくせいだくのせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-16//H
　
外題
　
実じつあくせいたく
悪清濁
のせりふ
 市川団十良
　
内題
　
実じつ
悪あく
清せいだく
濁
のせりふ
　　
市川団十良
　
狂言外題番
・
立目　
袖そで
鏡かゝみ
子こふくし�
福者
常ときわ
盤　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十四年
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
渋谷金王
　
市川団十郎
22
　
阿修羅王
のせりふ
大谷広次
　　　
�
あし�らおうのせりふおおたにひろじ
�
　
番号
　
912.5/39-29//H
　
外題
　
あしゆら
王
のせりふ
 大谷広治
　
内題
　
あしゆら
王
のせりふ
　　
大谷広治
　
狂言外題番
・
立目　
袖そで
鏡かゞみ
子こふくしや
福者
常ときわ
盤　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十四年
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
源為朝
　
大谷広次
23
　
 虚無僧
の
掛合
せりふ
浄瑠璃市川団十郎沢村宗
十郎
　　　
  �こもそうのかけあいせりふじ�うるりいちかわだんじ�うろうさわむらそうじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-22//H
　
外題
　
 こも
僧そう
のかけ
合
せりふ
上瑠璃
 市川団十良
 
沢村宗十良
　
内題
　
虚こもそう
無僧
かけ
合
のせりふ
　
沢村宗十郎市川団十郎
330331
　
狂言外題番
・
立目　
蔵くらびらきたからそが
開宝曽我
　
第一番目
　
上演年時
　
座
　
享保十五年正月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
曽我五郎
　
市川団十郎
　　 　
曽我十郎
　
沢村宗十郎
　　
表紙右端
に
�
大薩摩主膳太夫
�
と
記載
�
24
　
 仕形十番切歌留多尽
しせりふ
市川団十郎荻野
伊三郎
　　　
 �しかたじ�うばんぎりかるたづくしせりふいちかわだんじ�うろうおぎのいさぶろう�
　
番号
　
912.5/39-14//H
　
外題
　
 しかた
十
ばん
切
かるたづくしせりふ
　
市川荻野
団十良伊三良
　
内題
　
仕形十番切
かるたづくしのせりふ
　
狂言外題番
・
立目　
蔵くらひらきたからそが
開宝曽我
　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十五年正月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
曽我十郎
　
市川団十郎
　　 　
曽我五郎
　
荻野伊三郎
25
　
年玉扇売
のせりふ
市川団十郎
　　　
 �としだまおうぎうりのせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-5//H
　
外題
　
年とし
玉だま
あふぎ
売うり
のせりふ
 市川団十良
　
内題
　
年玉扇子売
のせりふ
　　
市川団十良
　
狂言外題番
・
立目　
傾けいせいふくびき
情福引
名なごや
護屋
　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十六年正月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
年玉売
り
万屋
よし
兵衛
　
市川団十郎
　　 　
荷箱
に
�
万屋
／
よし
兵衛
�
26
　
曽我兄弟魂祭
せりふ
沢村宗十郎市川団十郎
　　　
 �そがき�うだいたままつりせりふさわむらそうじ�うろういちかわだんじ�うろう�
332333
　
番号
　
912.5/39-32//H
　
外題
　
 曽我
きやうだい
玉
まつりせりふ
 沢村宗十
良
 市川団十良
　
内題
　
曽そか
我
兄きやうだい
弟
魂たま
祭まつり
せりふ
　
市川団十郎沢村宗十郎
かけ
合
　
狂言外題番
・
立目　
妻つま
迎むかい
鶏にわとり
曽そが
我　
壱番目
　
上演年時
　
座
　
享保十六年三月
　
中村座
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
曽我十郎
　
沢村宗十郎
　　 　
曽我五郎
　
市川団十郎
　
備考
　
 �
資料集成
二世市川団十郎
�
は
番付
に
依拠
して
七月上演
とする
�
27
　
衣川紅
の
潮藤戸物語掛合
せりふ
坂東彦三郎
　　　
 �きぬがわくれないのうしおふじとものがたりかけあいせりふばんどうひこさぶろう�
　
番号
　
912.5/39-24//H
　
外題
　
 衣きぬがわくれない
川紅
の
湖うしほ
ママ
ふぢ
戸
ものかたりかけあい
せりふ
 坂東彦三郎
　
内題
　
坂東彦三郎
 ふぢ
戸
のせりふ
　
狂言外題番
・
立目　
大おふすまふ
?
藤ふぢと
戸
源げんじ
氏　
第二番目
　
上演年時
　
座
　
享保十六年盆
　
市村座
　
版元
　
泉屋権四郎
　
表紙絵役者
 他
　
佐々木盛綱
　
坂東彦三郎
　　 　　 　
市村竹之丞
　　
ふじ
　
佐野川万菊
　　
かさね
　
三条勘太郎
　　
与右衛門
　
中村新五郎
28
　
楠多門丸正虎紋尽
し
名乗言葉市川升五郎
　　　
 �くすのきたもんまるまさとらもんづくしなのりことばいちかわますごろう
�
　
番号
　
912.5/39-12//H
　
外題
　
 楠
くすのき
多門丸正
とら
紋もんづくし
尽
名
のり
言ことば
葉
 市川升
五良
　
内題
　
楠正
とら
紋尽
　　
市川升五良
　
狂言外題番
・
立目　
和わがう
合
一いち
字じ
太たいへいき
平記
　
第壱番目
　
上演年時
　
座
　
享保十六年十一月
　
中村座
332333
　
版元
　
中島屋
　
表紙絵役者
 他
　
楠正虎
　
市川升五郎
29
　
化物尽
し
勇力註文
せりふ
市川団十郎
　　　
 �ばけものづくしゆうりきち�うもんせりふいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-23//H
　
外題
　
化
 
物
づくし
ゆうりきちう
文
�
もん
�
せりふ
 市河団十良
　
内題
　
化物
�
ばけもの
�
つくし
勇力註文
�
ゆうりきちうもん
�
せりふ
　　
市川団十郎
　
狂言外題番
・
立目　
兵つわものこんげんひるがこじま
根源蛭小島
　
第壱番目
　
上演年時
　
座
　
享保十七年十一月
　
市村座
　
版元
　
中島屋伊左衛門
　
表紙絵役者
 他
　
真田与市
　
市川団十郎
30
　
曽我五郎時宗市川団十郎同名尽
しのせりふ
　　　
 �そがのごろうときむねいちかわだ じ�うろうどうみ�うづくしのせりふ
�
　
番号
　
912.5/39-27//H
　
外題
　
 そがの
五良時宗市川団十良
同どうめう
名
づくしの
せりふ
　
内題
　
市川団十良
同どうめう
名
づくしのせりふ
　
狂言外題番
・
立目　
栄はなぶさぶんじんそが
分身曽我
　
第壱番目
　
上演年時
　
座
　
享保十八年正月
　
市村座
　
版元
　
泉屋権四郎
　
表紙絵役者
 他
　
曽我五郎
　
市川団十郎
　　 　
 絵像上部
に
�
五郎
ごつたいごきなます
�
と
記載
�
31
　
新談義地蔵尽
しせりふ
市川升五郎犬坊丸
　　　
 �しんだんぎじぞうづくしせりふいちかわますごろういぬぼうまる
�
　
番号
　
912.5/39-11//H
　
外題
　
 新しんだんきちざう
談議地蔵
つくしせりふ
 市川升五郎犬坊
丸
　
内題
　
新にいだんぎ
談議
地蔵
つくし
　　
市川升五郎
　
狂言外題番
・
立目　
七なゝくさにきわいそか
種繁曽我
　
第壱番目
　
上演年時
　
座
　
享保十九年春
　
市村座
　
版元
　
中島屋
334335
　
表紙絵役者
 他
　
犬坊丸
　
市川升五郎
32
　
橋尽
しせりふ
尾上菊五郎
　　　
�
はしづくしせりふおのえきくごろう
�
　
番号
　
912.5/39-42//H
　
外題
　
橋はし
づくしせりふ
 尾上菊五郎
　
狂言外題番
・
立目　
日にほんづゝみ
本塘
鶏とりのね
音
曽そが
我　
第二
ばんめ
　
上演年時
　
座
　
宝暦七年正月
　
中村座
　
版元
　
伊賀屋
　
表紙絵役者
 他
　
佐野治郎左衛門
　
尾上菊五郎
　　 　
 表紙左下
に
�
およそゆるかぬにほんばし
はなの
□□□
�
おゑと
�
の
江戸橋
にゑな
らぬことをやつがれがさいわいもらつた�以下不明
� �
と
記載
�
33
　
鳥刺
し
浮
かれ
朝比奈
せりふ
　　　
�
とりさしうかれあさいなせりふ
�
　
番号
　
912.5/39-39//H
　
外題
　
□とり
�
鳥
�
さし
浮うかれ
流
朝あさいな
比奈
　
上
　
内題
　
 鳥
□�と�り
さし
浮うかれ
流
あさいな
　
よしひで
市村亀蔵相
つとめ
申候
　
狂言外題番
・
立目　
染そめ
手たづな
綱
初はつむま
午
曽そが
我　
第一番目
　
上演年時
　
座
　
宝暦七年二月
　
市村座
　
版元
　
泉屋権四郎
　
表紙絵役者
 他
　
小林朝比奈
　
市村亀蔵
　　 　
 絵像左方
に
�
上
るりかけあいせりふ
入
リ
小
林
のあさいな
市村亀蔵相勤申候
� �
また
上方
に
�
?
すがたをやつす
鳥
さしのところくの
みきとくりあさつきなますからしあへ
�
と
記載
�
　
備考
　
上中下三冊
を
合綴
�
　　 　
 中
の
表紙絵
は
�
朝比奈三郎
　
市村亀蔵
／
大磯虎
　
山下金作
／
箱王丸
　
市川升蔵
� �
下
は
�
小林朝比奈
　
市村亀蔵
／
梶原源太
　
中島三甫蔵
� �
また
�
上
・
下
の
表紙右
方
に
�
浄瑠璃
薩摩小源太夫
　
三味線
西川億蔵
　
小鼓
宇野長七
／
宇野弥之助
�
と
記載
�
その
他
�
中
・
下
に
他
のせりふ
・
配役等
の
記載
334335
あり
�
34
　
扇尽
しのせりふ
山下金作
　　　
�
おうぎづくしのせりふやましたきんさく
�
　
番号
　
912.5/39-41//H
　
外題
　
�
破
れで
欠
�
　
内題
　
扇あふきうり
売
のせりふ
　　
山下金作
　
狂言外題番
・
立目　
そ　
め
たづな
はつむま
曽そが
我　
第二
ばん
目
　
上演年時
　
座
　
宝暦七年二月
　
市村座
　
版元
　
泉屋権四郎
　
表紙絵役者
 他
　
�
破
れで
欠
�
　　 　
 余白
に
�
?
かほるふさつきはなやかに
�
と
記載
�
　
備考
　
上下二冊
を
合綴
�
　　 　
 下
の
外題
�
あふぎづくしのせりふ
　
下
� �
表紙絵
は
�
扇売新七本名源経若丸
　
山下
金作
� �
他
にせりふの
記載
あり
�
35
　
堺町葺屋町茶屋家名尽
し
地口褒詞
　　　
 �さかいち�うふきやち�うち�やいえなづくしじぐちほめことば
�
　
番号
　
912.5/39-37//H
　
外題
　
 さかい
町
 茶
�
ち�
�
ふきや
町
 屋
家いゑな
名
づくしぢく
ぢママ
ほめことば
　
上
　
狂言外題番
・
立目　
 恋こいそめ
染
隅すみだがわ
田川
　
第壱番目
　
上演年時
　
座
　
宝暦八年春
　
市村座
　
版元
　
泉屋権四郎
　
表紙絵役者
 他
　
褒
め
手　
亀次
カ
　　 　
 表紙右端
に
�
十六日
ニほめ
申候
� �
余白
に
�
中村富十郎
?
ゑびや
八
まん
大
ぼさつい
せや
�
かすがや
�
すみよしやうぶすな
様
は
天神屋
�
と
記載
�
　
備考
　
上下二冊
を
合綴
�
　　 　
 下
の
表紙
�
外題脇
に
�
小
あみ
町
ひいき
連
衆
より
� �
また
�
左方
に
�
男江口女西行
花はなふゞ き
吹雪
富ふしの
士
菅すげがさ
笠　
市村座
／
中村富十郎
　
慶ケイシ
子　
牡華
作
�
と
記載
し
�
富十郎
の
女西行
の
絵像
を
掲載
�
336337
36
　
�
傾城願立早口祭文市川八百蔵
�
　　　
 �けいせいがんだてはやくちさいもんいちかわやおぞう
�
　
番号
　
912.5/39-43//H
　
外題
　
 傾情
�
けいせい
�　
□□
　　　　　　
□はや
□くち
□さい
�
祭
�
文もん　
市
□
�
川
�
□
□□
　
内題
　
�
破
れで
欠
�
　
狂言外題番
・
立目　
初はつがひ
買
和わだ
田
宴ざかもり　
第二
ばん
目
　
上演年時
　
座
　
宝暦九年正月
　
中村座
　
版元
　
村山源兵衛
　
表紙絵役者
 他
　
弁長
　
市川八百蔵
　
備考
　
 �歌舞伎年代記
�
に
八百蔵
の
弁長
�
女郎
願立速口祭文大
あたり
�
とあり
�
同文
を
挿絵入
りで
掲載
�
37
　
 大黒舞恵比須舞米尽
し
肴尽
し
掛合
せりふ
市村
亀蔵 谷鬼次
　　　
 �だいこくまいえびすまいこめづくしさかなづくしかけあいせりふいちむらかめぞう
おおたにおにじ
�
　
番号
　
912.5/39-44//H
　
外題
　
 大黒舞
�
だいこくまひ
�
恵比須
�
ゑびすまひ
�米こめづくし
尽
肴さかなづくし
尽
かけ
合
せりふ
 市
村亀蔵
 大谷鬼治
　
□
�
上
�
　
狂言外題番
・
立目　
二はたちやま
十山
蓬ほうらい
莱
曽そが
我　
第壱番目
　
上演年時
　
座
　
宝暦九年正月
　
市村座
　
版元
　
泉屋権四郎
　
表紙絵役者
 他
　
曽我十郎
　
市村亀蔵
　　 　
小林朝比奈
　
大谷鬼次
　
備考
　
上下二冊
を
合綴
�
下
の
表紙絵
も
同様
�
38
　
暫
のせりふ
市川団蔵
　　　
�
しばらくのせりふいちかわだんぞう
�
　
番号
　
912.5/39-2//H
　
外題
　
しばらくの
演せりふ
文
 市川団蔵
　
内題
　
しはらくの
演せりふ
文
　
狂言外題番
・
立目　
咲さくやこのはなのかおみせ
此花顔閲
　
第一
ばんめ
三立目
　
上演年時
　
座
　
安永五年十一月
　
中村座
　
版元
　
村山源兵衛
336337
　
表紙絵役者
 他
　
須藤兵部尉
としみち
　
市川団蔵
　　 　
画者
�
清経
�
39
　
ひの
字尽
しせりふ
坂東又太郎
　　　
�
ひのじづくしせりふばんどうまたたろう
�
　
番号
　
912.5/39-3//H
　
外題
　
ひの
字じづくし
尽
せりふ
　
内題
　
ひの
字じつくし
尽
つらね
　
狂言外題番
・
立目　
咲さくやこのはなのかほみせ
此花顔閲
　
第一
ばんめ
三立目
　
上演年時
　
座
　
安永五年十一月
　
中村座
　
版元
　
村山源兵衛
　
表紙絵役者
 他
　
進
の
左兵衛尉家貞
　
坂東又太郎
　　 　
画者
�
清経
�
40
　
菊尽
し
褒詞
　　　
�
きくづくしほめことば
�
　
番号
　
912.5/39-38//H
　
外題
　
菊
つくしほめことは
　
上
　
内題
　
菊きく
づくしほめ
詞ことは
　
狂言外題番
・
立目　
聰かねてきくじやうるりざか
浄瑠璃坂
　
第弐
ばん
目
　
上演年時
　
座
　
安永九年七月
　
市村座
　
版元
　
泉屋権四郎
　
表紙絵役者
 他
　
褒
め
手　
坂東此吉
　　 　
 狂言外題下
に
�
作者左株
� �
左脇
に
�
第
弐
ばん
目新
きやうけん
来
ル九日
より
／
瀬
川菊之丞
／
四季
の
大
しよさ
相勤申候
� �
�
坂東此吉
ほめ
申候
�
と
記載
�
　
備考
　
上下二冊
を
合綴
�
　　 　
 下
の
表紙絵
�
山姥
と
金太郎
　
瀬川菊之
丞
� �
他
に
上
と
同文
の
記載
あり
�
41
　
江戸名所尽
し
褒詞
　　　
�
えどめいし�づくしほめことば
�
　
番号
　
912.5/39-40//H
　
外題
　
 江ゑど
戸
名めいしよ
所
づくし
誉ほめ
詞ことば　
上下
　
内題
　
江えと
戸
名めいしよ
所
づくし
誉ほめ
詞ことば
　
狂言外題番
・
立目　
戻もどり
駕かご
籠
法のりの
志しがやま
賀山
　
上演年時
　
座
　
寛政八年四月
　
都座
338339
　
版元
　
版元
　
桐屋伝左衛門
　　 　
売所
　
中島屋伊左衛門
　
表紙絵役者
 他
　
新吉原芸者
　
荻江東十郎
　　 　
新吉原芸者
　
坂田彦兵衛
　　
 狂言外題脇
に
�
来
ル六月朔日
より
七日迄
仕候
�
と
記載
�
　
備考
　
 当興行
�
年表
では
�
四月八日
より
�
祇園
祭礼信仰記
�
のところ
�
四月十六日
�
五
月五日
トモ
�
より
中村仲蔵七回忌追善
の
�
戻駕籠法志賀山
�
が
付
く
�
42
　
寿狂言披露口上市川小団次
　　　
 �ことぶきき うげんひろうこうじ�ういちかわこだんじ
�
　
番号
　
912.5/39-96//H
　
外題
　
寿狂言披露口上
 市川小団次相勤申候
　
上演年時
　
座
　
慶応元年九月
　
中村座
　
版元
　
村山源兵衛
　
表紙絵役者
 他
　
口上
　
市川小団次
　　　　
画者
�
香蝶楼国貞
�
　　
 表紙右上方
に
�
寛永元
甲　
　
子
年
より
／
二百四十余年相続
／
十三代目
中村勘三郎
�
と
記載
�
43
　
市川今団十郎歌留多尽
し
褒詞
　　　
 �いちかわいまだんじ�うろうかるたづくしほめことば
�
　
番号
　
912.5/39-93//H
　
外題
　
�
表紙欠
�
　
内題
　
市川今団十郎
かるたつくしほめことば
　
上演年時
　
座
　
�
未詳
�
　
備考
　
奥付
�
せりふ
仁兵衛
�
と
記載
�
44
　
艾売
せりふ
江戸市川団十郎
　　　
 �もぐさうりせりふえどいちかわだんじ�うろう
�
　
番号
　
912.5/39-50//H
　
外題
　
江戸市川団十郎
もぐさうり
338339
　
内題
　
もぐさうりせりふ
　
上演年時
　
座
　
�
未詳
�
　
版元
　
大坂
糸屋市兵衛
　
表紙絵役者
 他
　
艾売
　
市川団十郎
　　 　
薬箱
に
�
いろはづぼうし
�
45
　
今井鮓売
せりふ
坂田半五郎
　　　
�
いまいすしうりせりふさかたはんごろう
�
　
番号
　
912.5/39-49//H
　
外題
　
鮓すしうり
売
せ
□□
�
ふ
�
　
内題
　
今井
すしうりせりふ
　　
坂田半五郎
　
上演年時
　
座
　
�
年時未詳
�
中村座
　
版元
　
大坂
糸屋市兵衛
　
表紙絵役者
 他
　
鮓売
　
坂田半五郎
46
　
返魂丹売
せりふ
坂田半五郎
　　　
 �はんごんたんうりせりふさかたはんごろう�
　
番号
　
912.5/39-48//H
　
外題
　
返はんごんたんうり
魂丹売
 坂田半五良
　
内題
　
ゑつちう
とやまはんごんたんせりふ
　
坂田半五良
　
上演年時
　
座
　
�
年時未詳
�
森田座
　
表紙絵役者
 他
　
薬売
り　
坂田半五郎
　　 　
薬箱
に
�
はんごんたん
／
越中富山
返魂丹
�
47
　
心太売
せりふ
森田勘弥
　　　
�
ところてんうりせりふもりたかんや
�
　
番号
　
912.5/39-46//H
　
外題
　
ところてんうりせりふ
　
内題
　
ところてんせりふ
　
森田勘弥
　
上演年時
　
座
　
�
未詳
�
　
版元
　
大坂
糸屋市兵衛
　
表紙絵役者
 他
　
心太売
　
森田勘弥
　　 　
 荷台看板
に
�
めいふつ
／
ところてん
／
し
らたま
�
48
　
居合遣
い
　　　
�
いあいつかい
�
340
　
番号
　
912.5/39-47//H
　
外題
　
いやひつか
□
�
い
�
　
内題
　
いやひつかひ
　
上演年時
　
座
　
�
未詳
�
　
表紙絵役者
 他
　
居合遣
い
　　 　
薬箱
に
�
はんごんたん
／
越中富山
返魂丹
�
49
　
極楽
のつらね
　　　
�
ごくらくのつらね
�
　
番号
　
912.5/39-95//H
　
外題
　
極楽
のつらね
　
上演年時
　
座
　
天保二年成
　
表紙絵役者
 他
　
閻魔王
と
暫
　　 　
 表紙右上方
に
�
目代四鶴屋南北
／
第三回忌
ニ／
相勤申候
／
鶴屋孫太郎
� �
左方
に
�
一周
忌二代目
／
勝俵蔵
�
と
記載
�
　
備考
　
 天保二年
�
五代目南北
による
祖父四代目
南北三回忌
�
養父二代目俵蔵一周忌追善
の
際
の
配
り
物
�
は＊
ら
・
みちお
／
明治大学図書館長
／
文学部教授
／
国文学
�
日本近世文学
